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各学校での検証改善サイクルと取組例 

結果の分析・考察 

改善プランの作成 

教職員研修の実施 

授業の工夫改善 

 

生活習慣の改善 

 

 集計・分析できるソフトの作成・配布 

 改善プラン作成モデルの提示 

 指導主事の派遣 

 研修講座、要請訪問等での優れた実践

の紹介 

 

県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開 

 学力向上フォーラムの開催 

人的支援 

 

P 

 

 

 

D 

 

Ｃ 
 

Ａ 
 

成果と課題を基にした新た

な課題、改善策 

新たな取組 

 指導資料の作成・配布 

自己評価、成果と課題の明確化 

年間を見通して、学校全体で取り組むシステムをつくりましょう。 

いくつかの例を示しています。取り組む際の参考にしてください。 

 県教育委員会では、それぞれの取組に応じた支援を行っています。 

 わくわくワークの作成・配布 

 研修講座の開催 

地域ぐるみで学校を支援する

体制の構築 

課題解決に向けた学校の取組 学校に対する県教育委員会の支援 

規範意識の育成 

  学校教育アドバイザリーチームの訪問 

 算数・数学パワーアップ講座 
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成果と課題を基にし

た新たな取組 

教職員研修の実施 

自己評価 

成果と課題の明確化 

 

課題の明確化 

改善プランの作成 

検証改善サイクル構造図 

 

確かな学力の育成 

DⅡ 

 

Ｃ 
 

Ｐ 
 

全国学力・学習状況調査等の実施 

自校の結果分析・考察・課題の明確化 Ｒ 
 

 

授業の工夫改善 

教職員研修の実施 

生活習慣の改善 

規範意識の育成 

DⅠ 

 

新たな課題 

新たな改善策 

Ａ 
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分析の視点（例） 

教科に関する調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果の分析・考察 

 

学校全体で取り組むシステムをつくりましょう。 

学校独自の改善プランを作成するには、全国学力・学習状況調査等

の学校の調査結果を集計・分析することが必要です。 

・平均正答率が全国と比較して差の大きいもの 

・平均正答率が全国と比較して低いもの 

・平均正答率が他の問題と比較して低いもの 

・無解答率が高いもの 

・設問別正答率 

・類型別正答率 

・正答数の分布の形状 

・全国平均より５ポイント以上高いもの 

・全国平均より５ポイント以上低いもの 

・他の設問と比較して差の大きいもの 

教
科
に
関
す
る
調
査
と
質
問
紙
調
査
と
の
相
関
を
み
る 

県教委では、各学校で活用できる集計・分析のためのソフトを提供しています。 

どこに課題があるか明

らかにしましょう 

どんな学力の状況・課

題があるのでしょう 

学校全体で取り組むシステムをつくるため、学力向上にかかわる校内組織を設置

しましょう。 

 既存の組織も活用し、確かな学力を身に付けさせるために、学校・家庭・地域の

役割を明確にし、連携できるようにしましょう。 

分析結果を踏まえて、学校としての重点目標を定め、 

学校全体で取り組みましょう。 

どこに課題があるか明

らかにしましょう 

改善プランの作成 
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★★★ 学習意欲の向上を目指す ★★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★ 知識・技能の確実な定着を図る ★★★ 

 

 

 

★★★ 知識・技能を活用し、課題を解決する力の育成を図る ★★★ 

 

  

 

★★★ 知識・技能を活用し、課題を解決する力の育成を図る ★★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の工夫改善 教職員の研修 

知識・技能を活用して、問題解決を行う学習を組み立てましょう。 

学習に対する意欲を高める手立てを工夫しましょう。 

 
 

 ⇒ つまずきやすい内容を繰り返し学習する機会を設ける。 

 ⇒ 少人数指導、個別指導、習熟度別指導等の指導体制を工夫する。 

 ⇒ わくわくワーク（ワークシート）を活用する。 

⇒ 家庭学習の工夫をする。   等 

 ⇒ 知識・技能を活用する場面を取り入れた指導計画を立てる。 

⇒ 日常生活との関連を図った学習活動を意図的に取り入れる。 

⇒ 体験的な活動の中に、知識・技能を活用する場面を位置付けた指導を展開する。 

 ⇒ 学び方や考え方を身に付けさせる学習を取り入れる。 

⇒ 指導資料を活用し、授業改善を図る。   等 

 ⇒ 興味・関心を高める教材の開発を行う。 

 ⇒ 朝の学習や朝の読書など、継続した取組の中で達成感や成就感を味わわせる。 

 ⇒ 単元のはじめに学習の見通しをもたせる。 

 ⇒ 失敗や苦労をしてもやりとげさせ、達成感を味わわせる。 

 ⇒ 学習規律の定着を図る。   等 
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★★★ 日常生活との関連を図った言語活動の工夫を図る ★★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★ 校内研修の充実を目指す ★★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★ 効果的な指導体制の確立を目指す ★★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⇒ 明らかになった課題を解決するための研修内容を検討する。 

 ⇒ 児童生徒の実態に応じた指導方法の改善点を検討する。 

 ⇒ 自校の課題解決のための重点目標の設定や、研修計画の作成を行う。 

 ⇒ 研究授業を積極的に行い、実践的な研究を重ねる。 

⇒ 全国学力・学習状況調査の結果を分析し、教科指導の改善に生かす。   等 

 ⇒ 指導計画の見直しや指導体制の検討を行う。 

 ⇒ 研修体制や研修計画を見直す。 

 ⇒ 学校支援地域本部事業等を活用するなど、地域ぐるみで学校を支援する体制の

構築を図る。   等 

 ⇒ 各教科において位置付ける言語活動を明らかにする。 

 ⇒ 身に付けた言語能力を使う必然性のある場面を設定する。 

⇒ 教職員自身の言語の見直しを行う。 

 ⇒ 話合いの司会や発表の機会を充実させる。 

 ⇒ 相手や場面に応じた話し方や書き方について指導を行う。 

 ⇒ 少人数での話合いの場面を設定する。 

 ⇒ 話の要点を聞き取り、要約する活動を取り入れる。 

 ⇒ 限られた条件の中で、必要な情報をまとめて表現する学習を取り入れる。 

 ⇒ 掲示物等の学校内の児童生徒の言語環境を充実させる。 

 ⇒ 学校図書館の計画的な活用を図る。        

 ⇒ 読書活動の一層の推進を図る。 

 ⇒ 指導資料を活用し、授業改善を図る。   等 

 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※小学校用
　

　ねらいに基づいた評価を行っている。

　グループ学習を効果的に取り入れている。

　学習環境を整えている。

　
指
導
方
法
の
工
夫

　問題解決を図る活動を取り入れている。（考えを引き出す
　発問、思考を深める発問、考えを発表する場の設定など）

　体験的な学習を取り入れている。

　個別指導や習熟の程度に応じた指導を取り入れている。

　コンピュータ等の情報機器を有効に活用している。

項目

　教員や友達の話を集中して聞いている。

　文字の大きさや配列を工夫するなど、分かりやすい板書を
　している。

　学習内容を踏まえた記述をしている。（ワークシート、
　ノート等）

　学習内容を踏まえ、進んで発言している。

　学習内容に沿って、意欲的に活動している。

　学習のめあてを明確に示している。

児
童
の
状
況

　　　　　　　授　業　診　断　シ　ー　ト　

授
　
業
　
の
　
展
　
開
　
等

診　断　の　観　点

　導入を工夫している。

　ねらいに即した授業展開で進めている。

　児童一人一人の学習状況に応じた支援をしている。

　発問を工夫している。

　資料や具体物を有効に活用している。

　学校名：　　　　　　　　　小学校　　　　　　教科等：
　学年組：　　　　年　　　組
　日　時：　　　年　　月　　日第　　校時　　　授業者：

備　　考

　お互いに意見を聴き合い、交流している。

　明確な指示や説明をしている。

　考える時間や活動時間などを適切に配分している。

　保護者や地域の方々等の活用を図っている。 

18 



診　断　の　観　点

 時刻を守り、規律正しい学習態度で取り組んでいる。

 教科書等、必要な学習教材・用具を準備している。

 学習内容について意欲的に質問などをしている。

 教員や友達の意見を聞き、自らの考えを述べている。

 自らの課題を見つけて、効果的にノートを作成している。

 学習内容に興味・関心をもつことができる導入や教材の工夫をしている。

 本時のねらいを明確に示している。

 考える時間や活動する時間を適切に配分している。

 生徒への指示が適切で、丁寧な説明をしている。

 生徒の考えを広めたり、深めたりするよう発問を工夫している。

 学習の内容と授業展開がよく分かるよう板書を工夫している。

 生徒の学習状況を確かめながら適切な指導、助言をしている。

 本時の達成目標を明らかにし、達成状況を確認している。

 生徒の安全に留意しながら授業を進めている。

 落ち着いた雰囲気で学習意欲がわく教室環境を整備している。

 問題解決を図る活動を取り入れている。

 体験的な学習を取り入れている。

 個別指導やグループ別指導を効果的に取り入れている。

 習熟の程度に応じた指導や少人数指導を行っている。

 チームティーチングの指導で役割分坦をし、効果的な指導をしている。

 ゲストティーチャーの活用等、地域のサポート体制を生かしている。

 コンピュータ等の情報機器を有効に活用している。

　　　　備　考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                ※中学校用

指
導
方
法
の
工
夫

授　業　診　断　シ　ー　ト

授
業
の
展
開
等

生
徒
の
状
況

学校名：　　　　　　　　中学校　　　　　　教科等：
学年組：　　　　　　年　　　組
日　時：　　　年　　月　　日第　　校時　　授業者：

　項　目
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授 業 診 断 シ ー ト

項 目 診 断 の 観 点 備 考

生 授業の開始時間を厳守し、意欲的に学習に取り組む準備をしている。

徒 授業に必要な学習教材を用意している。

の 落ち着きのある態度で、集中して学習に取り組んでいる。

状 積極的に発言したり、活動したりしている。

況 板書内容等、活用できるノートの作成に努めている。

導入を工夫している。

時間厳守で開始し、適切な時間配分で授業を行っている。

授 生徒の意欲を高めるように説明している。

業 生徒の考えを広めたり、深めたりするよう発問を工夫している。

の 生徒の発言に対して、適切に対応している。

展 生徒の学習理解を促すために教材・教具等の工夫をしている。

開 生徒の学習理解を促す板書内容になっている。

等 生徒の反応を確かめながら指導を行っている。

授業規律を守るよう適切な指導を行っている。

生徒の安全に留意しながら授業を行っている。

本時のねらいに即した授業を行い、適切に評価している。

指 問題解決を図る活動を取り入れている。

導 体験的な学習を取り入れている。

方 グループ学習を効果的に取り入れている。

法 習熟の程度に応じた少人数指導等を取り入れている。

の チームティーチング等、教員の協力的な指導を取り入れている。

工 コミュニティーチャー等、地域社会の人材を活用している。

夫 コンピュータ等の情報機器を有効に活用している。

※高等学校用

学校名： 高等学校 教科等：

学年組： 年 組

日 時： 年 月 日 第 校時 授業者：
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授 業 診 断 シ ー ト （特別支援学校）

学 校 名： 学校 授業名：

学部年組： 学部 年 組

日 時： 年 月 日第 校時 授業者：

項目 授 業 診 断 の 観 点 備 考

児
見通しを持って主体的に授業に参加している。

童

生
授業への意欲・関心を持続し、集中している。

徒

の

状 児童生徒がいきいきと活動し、満足感を得ている。

況

導入が本時の学習の動機付けになり、児童生徒の意欲が高まる

よう工夫している。

本時のねらいに即した授業を行っている。
授

児童生徒の実態に応じた速さで展開している。
業

児童生徒の実態に応じたコミュニケーション手段を工夫してい

の る。

児童生徒の意欲等を引き出す適切なことばかけをしている。
展

児童生徒の成功経験を豊富にし、自主的・自発的な活動を促す

開 授業展開を行っている。

生活に結びついた具体的な活動を取り入れている。
等

集団における役割が得られるよう、ことばかけに配慮したり、

仲間を意識させる活動を取り入れたりしている。

児童生徒の興味関心を引き、学習意欲を高めるために教材・教

具等を工夫している。

チームティーチング等、指導者の役割が明確で効果的な指導を

行っている。

指
児童生徒の健康・安全等、十分留意している。

導

へ
教室を整頓し、掲示物を整理している。

の

配
障害の状態に応じた学習環境の整備に配慮している。

慮

※特別支援学校用
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県教育委員会では 

・指導主事が学校や市町村教育委員会の要請に応じて訪問します。 

・学校教育アドバイザリーチームが学校を訪問し、授業や学級・学年経営等につ

いても広く懇談します。 

・県立教育研究所で実施している研修講座では、活用する力を意識したり、意欲

を高める工夫を取り入れたりする内容を盛り込んだ講座を次のように開講し

ています。 

  「言語活動の充実を図る研修講座」 

  「理数教育の充実を図る研修講座」 

  「伝統や文化に関する教育の充実を図る研修講座」 

  「道徳教育の充実を図る研修講座」 

  「体験活動の充実を図る研修講座」 

  「外国語活動の充実を図る研修講座」 

  「子どもの体力向上指導者養成研修講座」 等 

・県立教育研究所でのプロジェクト研究の成果を広めます。 

・学力向上フォーラムを開催しています。 

・算数・数学の基礎的・基本的な内容の定着を図るため、領域別に構成したワー

クシート「わくわくワーク」を配布しています。 

・奈良県小学校・中学校教科等指導資料を配布しています。 
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「平成２４年度学校教育の指導の重点」 奈良県教育委員会 より 

関連ホームページアドレス 

 http://www.pref.nara.jp/secure/３９４６６/H2４sidoujyuuten.pdf 
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★★★ 基本的生活習慣の確立を目指す ★★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★ 規範意識を高める指導を目指す ★★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★ 学校・家庭・地域が連携できるシステムづくりを目指す ★★★ 

 

 

 

 

 

生活習慣の改善 

 ⇒ 家庭での生活習慣、学習習慣等の改善に向けた啓発を行う。 

 ⇒ 自ら取り組むことができるような家庭学習の課題の出し方を工夫し、家庭学習

の目標を立てる。 

 ⇒ 学校に行くまでに持ち物を確認することや、テレビを見たりゲームをしたりす

る時間のルールを決めることなど、生活習慣に関する事柄を個人懇談や学級懇

談会の話題として取り上げる。 

 ⇒ 家庭の教育力向上のためのリーフレット、「家庭教育７か条」や「親学サポート

ブック」等を活用する。   等 

 ⇒ きまりやルールの必要性を実感させる指導の工夫を行う。 

 ⇒ 学習規律の確立を目指す。 

 ⇒ 掃除や片付け等、家庭の仕事について、家族の一員として児童生徒が役割をき

ちんと分担することの大切さを啓発する。 

 ⇒ 年中行事や地域の行事等に積極的に参加するよう啓発する。   等 

 ⇒ ＰＴＡ行事の一環に、家庭教育に関連する講演会等を位置付ける。 

 ⇒ 保護者や地域住民に対して、積極的に自校の取組や評価等の情報を公開する。 

 ⇒ 自由に参観できる学校公開日を積極的に設ける。   等 

・きまりやルールに対する意識を高めましょう。 

・学校・家庭・地域が連携するシステムをつくりましょう。 

 

規範意識の育成 
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県教育委員会では 

◎家庭の教育力向上と子どもたちの生活習慣の確立を目指して、啓発リーフレット

を作成・配布しています。 

・これまでに作成・配布した家庭教育にかかわる資料 

  「親学サポートブック ―子どもと向き合って―」（乳幼児期編） 

  「親学サポートブック ―思春期の子どもをもつ保護者のために―」 

（思春期編） 

  「１６事例で考える小学校と家庭との連携」 

「家庭教育７か条 ―ならっ子 みんなで育てよう―」 

 ・その他の取組 

   「おはよう・おやすみ・おてつだい」約束運動 

   「夏休み！ノーテレビ・ノーゲームデーチャレンジ大作戦」 

手伝い・あいさつキャンペーン 

   さらに、家庭における規範意識を高めるための研修講座や乳幼児や思春期の子 

どもをもつ保護者への対応のための研修講座を開催しています。 

◎規範意識を高めるために次のような取組を行っています。 

・子どもの規範意識向上委員会の設置 

  規範意識の改善提言（中間発表） 

  生徒指導指針の作成（小・中学校編） 

◎地域による子育て意識の高揚を図り、学校における学習活動の効率化や子どもの

規範意識の向上、体力向上などを図るために、学校・地域連携事業を推進してい

ます。 

◎児童生徒の問題行動の減尐及び高等学校の中途退学者の減尐を目指して学校サ

ポーターを配置しています。 

◎豊かな経験と専門的知識や技術をもつ方にコミュニティーチャーとして県立学

校の講師（ボランティアによる非常勤講師）になっていただき、より実践的な特

色ある授業の手助けをしてもらっています。 
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「平成２４年度学校教育の指導の重点」 奈良県教育委員会 より 

関連ホームページアドレス 

http://www.pref.nara.jp/secure/３９４６６/H2４sidoujyuuten.pdf 



 27 

 

 

 

 

 

 

 評価の観点等は、はじめに作成した改善プランを基に作成します。 

 学校で定めた重点目標に基づいて取組の成果と課題を検証し、取組の修正を行いましょ

う。 

 自己評価だけでなく学校関係者評価においても評価項目を設け、評価結果や改善に向け

た方策を積極的に公表しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェック機能の充実 

 

・ 学校・家庭・地域が連携するシステムをつくりましょう。 

・ 学校全体で取り組むシステムをつくりましょう。 

参考となるホームページアドレス一覧 

 

文部科学省      http://www.mext.go.jp/ 

国立教育政策研究所  http://www.nier.go.jp/ 

奈良県教育委員会   http://www.pref.nara.jp/dd_aspx_menuid-1691.htm 

奈良県立教育研究所  http://www.nara-c.ed.jp/  


